
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表  
 

法人名 
社会福祉法人 

寿栄会 
代表者 田名部 厚子 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

利用者の個別性を重視し、日常生活や余暇活動において画一的な処遇とならないように

計画を立て、個別支援を基本としたサービスをご利用いただいている。加えて、グルー

プホームが併設しており、入居を希望する際は地域とのこれまでの関係性を継続しなが

ら、スムーズに入居サービスへの移行ができるように支援をしている。 
事業所名 りんごっこ寿楽荘 管理者 沼畑 健一 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 人 人 人 １人 人 人 ４人 人 ６人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

・自己評価についての研修を継続し、

さらなる理解や必要性、取り組みをし

て自己評価を行う。 

・自己評価についての研修を実施し、職員

全員が自己評価の重要性について理解を

深めながら取り組みを行った。 

・職員は良く取り組んでおり感心

している。 

・今後においても自己評価に関する研

修を継続的に実施し、自己評価の重要

性について、意識の向上を目指す。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・季節に合った飾りつけや、居心地の

良い空間作りに努める。 

・玄関や園庭など清潔感のある明るい

環境を保ち、地域の方や来訪者が自由

に入りやすい事業所を目指す。 

・利用者様方の年齢や季節に合わせて環

境を整え、居心地の良い空間でお過ごし

いただけるように配慮をした。 

・感染症に留意しつつも、直接の面会がで

きる場所として家族面会室を設置した。 

・身の回りに本人の馴染みの物が

置いてある環境は、居心地が良い空

間となっていると思う。 

・環境などについては良く整って

いると思う。 

・施設内の飾りつけ等を工夫し、季節

に合った居心地の良い空間作りに努め

る。 

・施設内だけではなく、玄関や庭など

を清潔で明るい環境に保ち、地域の

方々が気軽に立ち寄れる事業所を目指

す。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・事業所から地域へ出向くことは難し

い状況にあるが、様々な制約がある中

で、ご来訪いただける地域の皆様に感

謝し、関わりを継続できるよう、可能

な範囲で誠心誠意対応させて頂く。 

・新型コロナウイルス終息後は、参加

可能な地域行事やイベント等へ参加

をさせていただきながら、地域とのか

かわりの継続を目指す。 

・コロナ禍においても、地域にお住いの方

や幼稚園や保育園の皆様が事業所を訪

れ、手作りの置物や手書きの絵などを寄

贈していただく機会が複数回あり、地域

との関わりを継続することができた。 

・職員だけではあったが、地域の行事へ参

加をさせていただき、地域とのかかわり

を持つ事が出来た。 

・近隣との繋がりを強く感じるこ

とができ、安心感がある。 

・田向町内会の行事に参加し、交流

を図っていることが分かった。とて

も良いことだと思う。 

・ご来訪いただける地域の皆様との関

わりを継続できるよう、その時々の状

況に応じて、可能な範囲で誠心誠意対

応させて頂く。 

・感染症対策をしっかりと行いながら、

参加可能な地域行事やイベント等には

積極的に参加をさせていただきなが

ら、地域との関わりの継続を目指す。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・感染症対策に十分に留意し、利用者

様からの希望時に、小売店での買い物

や受診等に職員が付き添うことで本人

の暮らしを支えつつ、住み慣れた地域

での暮らしを支える。 

・運営推進会議の資料や広報紙等を活

用し、取り組みについて紹介する。 

・回覧版等から地域資源の情報を得

て、可能な範囲で活用に繋げる。 

・利用者様、職員の感染症予防を徹底しな

がら、地域のスーパーでの買い物や受診等

に職員が付き添い、地域との関わりを継続

する為の支援をすることができた。 

・回覧板等の情報を職員間で共有し、地域

の活動についての情報を得ながら、十分な

感染症対策の実施のもとで、参加するため

の方法を検討した。 

・地域で開催されている行事や学

校との交流を通して、積極的に交流

していると思う。 

・地域の情報を共有するなど、事業

所全体で取り組んでいる事が分か

る。 

・感染症対策に十分に留意し、利用者

様に馴染みのある小売店での買い物

や、受診等に職員が付き添うことで、

利用者様の暮らしを支えつつ、住み慣

れた地域での暮らしを支えていく。 

・運営推進会議の資料や広報紙等を活

用し、取り組みについて紹介する。 

・回覧版等から地域資源の情報を得

て、可能な範囲で活用に繋げる。 

  



 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・地域福祉の発展に関する一助となる

よう、運営推進会議の場や資料にて事

業所や介護に関する情報を紹介する。 

・運営推進会議で頂戴したご意見等

は、今後も事業所運営に取り入れ、サ

ービスの質の向上に繋げる。 

・運営推進会議やそれ以外でも、地域の取

組や課題、心配のある方の情報などをお

聞きする機会を持ち、必要時には事業所

として可能な限り協力できるように努め

た。 

・運営推進会議で頂戴をした、ご指摘やご

意見については、出来ることから順に改

善をした。 

・地域と良く密着していると思い

ます。 

・運営推進会議はこれからも続け

て欲しい。 

・地域福祉の発展に関する一助となる

よう、運営推進会議の場や資料にて事

業所や介護に関する情報を紹介する。 

・運営推進会議で頂戴したご意見等は、

今後も事業所運営に取り入れ、サービ

スの質の向上に繋げる。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・毎月の防災訓練の実施と運営推進会

議での紹介を継続する。 

・火災、水害など多様な災害を想定し、

総合防災訓練や机上訓練等を定期的

に実施し災害に備える。 

・各種防災計画書は、最新のハザード

マップの情報や法令に適合する内容

であるように、定期的な見直しや更新

を継続する。 

・近隣にある千葉幼稚園や向陵高等学校

との合同避難訓練を実施する事が出来

た。 

・水害時の避難確保計画や消防計画等、災

害対策に必要な書類について、提出や変

更が必要な際は速やかに作成し、届け出

ることができた。 

・合同避難訓練など、有事に備えた

訓練を積極的に行っており、安心し

て利用する事が出来る。 

 

・近隣の幼稚園や高等学校との避難訓

練を継続して行う。 

・毎月の防災訓練の実施と運営推進会

議での紹介を継続する。 

・火災、水害など多様な災害を想定し、

総合防災訓練や机上訓練等を定期的に

実施し災害に備える。 

 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 2023年 8月 7日（17：20～19：20） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
林上、類家、舘、安藤、佐々木、木村、坂矢、日戸 

小笠原、川村、藤本、松村、引敷林、細越、鈴木 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

６名 ９名   １５名 

 

前回の改善計画  

①送迎時などは本人や家族に話しやすい雰囲気を作り、些細な情報を引き出せるように努める。 

②サービスに慣れるまでは声掛けを多くして会話を充実させるように努める。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

①本人やご家族から情報収集ができるよう、話しやすい雰囲気づくりでのコミュニケーションに努めた。 

②利用開始間もない利用者には、職員間で連携して積極的に声がけするよう努めた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

４名 １１名   １５名 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

４名 １１名   １５名 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

７名 ８名   １５名 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安

を受け止め、関係づくりのための配慮をし

ていますか？ 

３名 １２名   １５名 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用開始前に知り得た本人の情報は、アセスメント情報に追記し、ミーティングや事業所の会議の場で伝

達、共有をした。 

・送迎や訪問の際に、本人・家族が困っている問題を引き出す事ができるよう傾聴に努めた。 

・利用開始時は特に本人とのコミュニケーションの機会を増やし、関係構築に努めた。 

・家族との良好な関係性も構築できるよう、自宅訪問時に交わす言葉を意図的に増やすことで、些細な情報

でもお伝えいただけるように努めた。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・些細な情報でもお伝えいただけるように努めたが、必要な情報が不足していたことがあった。 

・本人、家族、事業所がサービス利用に慣れるまで、対応に迷うケースがある。 

・利用者様のおかれている環境によって情報を得られない事があった。 

・家族のもつ不安を初期の段階で全て受け止めるまでは至っていないが、時間を掛けて関係を構築していく

事で受け止める事が出来ている。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①サービス利用時には本人が話しやすい雰囲気づくりを心掛け、送迎時や訪問時にはご家族からも情報収集

ができるよう努める。 

②利用開始間もない利用者など、サービスに早く慣れて頂くよう、職員間や利用者間でのコミュニケーショ

ンを図り、早期に関係性が構築できるよう努める。 

 

１ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 2023年 8月 7日（17：20～19：20） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
林上、類家、舘、安藤、佐々木、木村、坂矢、日戸 

小笠原、川村、藤本、松村、引敷林、細越、鈴木 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

２名 ６名 ７名  １５名 

 

前回の改善計画  

①事務室に利用者様の目標一覧を置き、職員がいつでも再確認することが出来る様にする。 

②目標を忘れがちな利用者様においても、職員が利用者様の目標を把握し、お声がけや適宜の支援をして、

目標の達成へ向けた取り組みがなされるよう支援する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

①利用者様の目標一覧を作成し、事務室に掲示して職員がいつでも確認できるように努めた。 

②利用者様自身が目標への意識が高まるような声掛けなどを行い、職員と一緒に目標達成に向けた取り 

組みができるよう努めた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

２名 ４名 ９名  １５名 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかって

いますか？ 

 

２名 ７名 ６名  １５名 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

２名 ７名 ６名  １５名 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティン

グで発言し、振り返り、次の対応に活かせ

ていますか？ 

２名 １１名 ２名  １５名 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・本人とは意思疎通が困難で、本人の目標が明確に把握できない場合は、生活歴や普段の様子、家族の希望

を考慮し、達成可能な範囲内で目標を設定した。 

・本人の目標を普段の生活や会話の中からくみ取り、日々のミーティングなどで情報共有する事ができた。 

・本人の要望に即したサービスを提供する事ができた。 

・本人が目標への意識が高まる様にお声掛けをして、目標達成に向けた取り組みができた。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・利用者様の目標一覧が更新されていなかった事があった。 

・本人に意欲がなく、目標達成に向けた取り組みの実施が難しいことも多い。 

・目標を共有しているが把握していない職員もおり、統一された対応が出来ていない事があった。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①本人の目標を普段の生活や会話の中からくみ取り、ケアプランへも反映させて職員間での共有のものと

し、目標達成に向けた支援に努める。 

②利用者様自身が目標への意識が高まるような声掛けなどを行い、職員と一緒に目標達成に向けた取り組み

ができるよう努める。 

 
 
 

 

２ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 2023年 8月 7日（17：20～19：20） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
林上、類家、舘、安藤、佐々木、木村、坂矢、日戸 

小笠原、川村、藤本、松村、引敷林、細越、鈴木 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

３名 ９名 ３名  １５名 

 

前回の改善計画  

①把握できていない本人の情報を知るため、利用者様個別の情報シートを作成し、情報を知り得た職員が追

加記入し、会議等で確認しながら共有する。 

②会話の中の些細なことでも話を深く掘り下げて情報を得て共有する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

①利用者個々の情報収集を目的とした情報シートを作成し、職員が都度記載して共有できるように努めた。 

②サービス利用時は、利用者の情報収集を意識して、会話の些細な事でも話を掘り下げて聞けるようコ 

ミュニケーションに努めた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10個以上把握できて

いますか？ 

１名 ４名 ９名 １名 １５名 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

７名 ７名  １名 １５名 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

５名 ７名 ３名  １５名 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

７名 ７名 １名  １５名 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

５名 ９名 １名  １５名 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・新たな情報を知り得たら情報シートに記入し、口頭でも情報共有する事で即時的に対応することができた。 

・以前の暮らしについて新たな情報を引き出せるよう、本人・家族と会話の機会を増やすことができた。 

・本人の気持ちや体調の変化、環境の変化等について、職員間で密に情報を共有でき、対応可能なことは即

座に対応することができた。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・以前の暮らしを十分に把握できていない。 

・利用者の声にならない声を言語化することが難しく、できていないと思う。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①引き続き本人の情報を知るため、利用者様個別の情報シートを作成し、情報を知り得た職員が追加記入し、

会議等で確認しながら共有する。 

②会話の中の些細なことでも話を深く掘り下げて情報を得て、ミーティング等で共有する。 

 
 

３ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 2023年 8月 7日（17：20～19：20） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
林上、類家、舘、安藤、佐々木、木村、坂矢、日戸 

小笠原、川村、藤本、松村、引敷林、細越、鈴木 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

 ５名 ４名 ６名 １５名 

 

前回の改善計画  

①感染症が落ち着き次第、地域との関係性の継続を目的として、地域の商店の利用や地域行事への参加など、

個別の対応を継続する。 

②民生委員と事業所間で顔馴染みの関係性を築くとともに、地域資源についての情報を得ながら、十分な把

握ができるよう努める。 

③民生委員や地域の資源について、事業所内での研修を行う。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

①少しずつではあるが、外出行事を再開、地域のスーパーへの買い物の同行などを再開できている。 

②民生委員や地域の方と直接お会いする機会を作れず、関係性の構築や、地域資源についての情報収集など

十分な把握ができていない。 

③民生委員や地域の資源について、事業所内での会議や研修等で話し合う機会を持てなかった。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

３名 ８名 ４名  １５名 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切

れないように支援していますか？ 

 

１名 ９名 ４名 １名 １５名 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

３名 ８名 ３名 １名 １５名 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

 ４名 ７名 ４名 １５名 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・感染症も落ち着き、地域との関係性を再開する事ができた方の支援を行う事ができた。 

・本人、家族の関係性を維持する為、些細なことでも家族へ情報を伝達し、情報の共有や本人の自宅での生

活を維持する為に協力を得ることができた。 

・本人の生活スタイルや自宅での生活の様子についての情報を得るために、連絡帳を活用して家族から情報

を得る事ができた。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・民生委員と関わる機会がなく、関係性の構築ができていない。 

・民生委員や地域資源について、事業所内での研修機会がなかった。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①地域との関係性の継続を目的として、地域の商店の利用や地域行事への参加等、個別の対応を継続する。 

②民生委員と事業所間で顔馴染みの関係性を築くとともに、地域資源についての情報を得ながら、十分な把

握ができるよう努める。 

③民生委員や地域の資源について、事業所内での研修を行う。 
 

４ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 2023年 8月 7日（17：20～19：20） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
林上、類家、舘、安藤、佐々木、木村、坂矢、日戸 

小笠原、川村、藤本、松村、引敷林、細越、鈴木 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

１名 １１名 ３名  １５名 

 

前回の改善計画  

①運営推進委員や民生委員、町内会長や地域の皆様から、地域資源についての情報を集め、活用できるよう

に取り組む。 

②利用者様の状態の変化やニーズに合わせ、妥当適切かつ柔軟な支援を継続する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

①職員だけではあるが、地域の行事へ参加し、町内会長や地域の皆様と情報交換する機会を持つ事ができた。 

②日々の状態についてミーティングや会議で話し合い共有することで、利用者様の状態の変化やニーズに合

わせた妥当適切かつ柔軟な支援ができている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

１名 ６名 ６名 ２名 １５名 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が

妥当適切に提供されていますか？ 

 

６名 ９名   １５名 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」

に気づき、ミーティング等で共有すること

ができていますか？ 

７名 ８名   １５名 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合

わせて柔軟な支援ができていますか？ 

 

６名 ９名   １５名 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・日々の関わりの中で状態の変化に気付き、職員全体で情報共有を図りながら、柔軟かつ早急に対応できた。 

・状態の変化が隠微な場合は、家族との情報交換も密に行うことで、支援に際して初動のタイミングが遅れ

ないように意識しながら対応できた。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域資源については知り得ている資源とその内容が薄く、活用機会もなかった為、事業所と家族だけで本

人の暮らしを支えていた。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①運営推進委員や民生委員、町内会長や地域の皆様から、地域資源についての情報を集め、活用できるよう

に取り組む。 

②日々の状態についてミーティングや会議で話し合い共有することで、利用者様の状態の変化やニーズに合

わせ、妥当適切かつ柔軟な支援に努める。 

 
 

５ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 2023年 8月 7日（17：20～19：20） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
林上、類家、舘、安藤、佐々木、木村、坂矢、日戸 

小笠原、川村、藤本、松村、引敷林、細越、鈴木 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

２名 ２名 ２名 ９名 １５名 

 

前回の改善計画  

①今後も地域の活動やイベントへの参加を継続し、地域との連携・協働を図る。 

②当事業所にも足をお運び頂けるような取組みも継続する。 

③自治体や地域包括支援センターとの会議については、機会があれば積極的に参加する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

①職員だけではあるが、地域の行事へ参加し、町内会長や地域の皆様と情報交換する機会を持つ事ができた。 

②新型コロナウイルス感染防止対策により、外部との交流を自粛しているため足をお運び頂けるような取り

組みは出来ていない。 

③自治体や地域包括支援センターとの会議については、新型コロナウイルス感染防止対策により参加で 

きていない。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行

っていますか？ 

１名 ２名 １名 １１名 １５名 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

  ２名 １３名 １５名 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、

婦人会、消防団等）の活動やイベントに参

加していますか？ 

  ３名 １２名 １５名 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

   １５名 １５名 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・４年ぶりに地域行事へ参加して情報交換する場を持つ事ができた。 

・他サービス事業所との会議は再開し、参加することができた。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・感染症拡大防止の観点から、外出や施設への来客も中止した事、その他のサービス機関との会議は紙面で

のやり取りが殆どで、直接的な会議はできていない。 

・自治体や地域包括支援センターとの会議へ参加する機会が無かった。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・感染症が落ち着き次第、地域の活動やイベント、会議への参加や、事業所での行事なども実施し、地域と

の連携・協働に努める。 

 
 
 

６ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 2023年 8月 7日（17：20～19：20） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
林上、類家、舘、安藤、佐々木、木村、坂矢、日戸 

小笠原、川村、藤本、松村、引敷林、細越、鈴木 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

１名 ７名 ２名 ５名 １５名 

 

前回の改善計画  

①感染症の流行状況を踏まえながら、地域との協働機会を増やしていけるよう、地域の活動には可能な限り

参加するとともに、事業所にも足をお運びいただけるようなイベント等の企画・開催を継続する。 

②感染症の流行状況を踏まえながら、運営推進会議へ多くの方々に参加していただけるよう、会議の主旨を

説明し、ご理解を得ながら参加を呼び掛ける。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

①地域の活動へは参加する事ができたが、事業所に足を運んでいただけるようなイベント等を行う事が出来

なかった。 

②新型コロナウイルス感染防止対策により、運営推進会議は関係機関への資料配布のみで実施している。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

１名 ９名 ５名  １５名 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を

運営に反映していますか？ 

 

１名 ９名 ３名 ２名 １５名 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

１名 ４名 ８名 ２名 １５名 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

１名 １名 １１名 ２名 １５名 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・運営推進会議を開催し、沢山のご家族に参加していただく事ができた。 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・新型コロナウイルス感染防止対策により外部での会議や研修は自粛しているためできていない。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①今後も地域との協働機会を増やしていけるよう、地域の活動には可能な限り参加するとともに、事業所に

も足をお運びいただけるようなイベント等の企画・開催を継続する。 

②運営推進会議へ多くの方々に参加していただけるよう、会議の主旨を説明し、ご理解を得ながら参加を呼

び掛ける。 

 
 

 

 

 

７ 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 2023年 8月 7日（17：20～19：20） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
林上、類家、舘、安藤、佐々木、木村、坂矢、日戸 

小笠原、川村、藤本、松村、引敷林、細越、鈴木 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

１名 ２名 ９名 ３名 １５名 

 

前回の改善計画  

①職場外の研修に参加ができるよう、勤務や行事等の調整を行いながら参加機会を増やす。 

②内部研修以外でも、リスクマネジメントについて学ぶ機会を作り職員の理解を深める。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

①職場外研修はオンラインや動画配信などを活用することができた。 

②内部研修ではリスクマネジメントについてとりあげて理解を深めたが、その他の機会では行えていない。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加して

いますか 
 

２名 ４名 ８名 １名 １５名 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

 ２名 ３名 １０名 １５名 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

   １５名 １５名 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

 ９名 １名 ５名 １５名 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・一部の職員ではあるが、オンラインの研修に参加した。 

・職員へ動画配信の情報を提供した。 

・内部研修へ参加出来ない職員への対応に関しては、今までと同様に資料の配布と口頭での要点説明を継続

できた。また内部研修に同一職員が続けて参加できないことがないよう、参加状況を確認しながら、勤務作

成時に配慮をした。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・感染症拡大防止の観点から、職場外の研修や地域連絡会には参加できなかった。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①職場外の研修やオンラインでの研修に参加ができるよう、勤務や行事等の調整を行いながら参加機会を増

やす。 

②内部研修でリスクマネジメントについて学ぶ機会を作り職員の理解を深める。 

 

 

 
 

 

 

 

８ 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 2023年 8月 7日（17：20～19：20） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
林上、類家、舘、安藤、佐々木、木村、坂矢、日戸 

小笠原、川村、藤本、松村、引敷林、細越、鈴木 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

３名 １１名 １名  １５名 

 

前回の改善計画  

①成年後見制度については、必要な方に制度を活用していただけるよう、活用の意向や必要性があった場合

は、適切なアドバイスを行いながら速やかに対応できる体制を今後も整える。 

②人権・プライバシーについては、全ての職員が日々の業務の中で十分に注意しながら対応しているが、時

間の経過に伴う意識の低下を防げるよう、指導を重ね最善の方法で対処・対応する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

①成年後見制度については、活用の意向や必要性があった場合は、対応できる体制づくりに努めた。 

②人権・プライバシーについては、全ての職員が内部研修や日々の業務の中で理解に努め、十分に注意 

しながら対応できるよう努めた。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

１４名 １名   １５名 

② 
虐待は行われていない 

 

 

１５名    １５名 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

７名 ８名   １５名 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

３名 ６名 １名 ５名 １５名 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

８名 ７名   １５名 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・成年後見制度の活用機会はなかったが、活用の意向や必要性があった場合において、適切なアドバイスを

行いながら、速やかな対応をする体制を継続できた。 

・多勢の中で、プライバシーに関わる話が出た場合は、場所を変えて対応する等の配慮ができた。また、個

人情報の取り扱いについても十分な配慮ができた。 

・身体拘束、虐待ともになく、人権、プライバシーについては適切に保護することができた。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・成年後見制度について、活用機会がなかった。 

・ミーティングの場所が利用者様に近い事があり、話している内容が利用者様に聞こえている可能性があっ

た。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①成年後見制度は、必要な方に制度を活用していただけるよう、活用の意向や必要性があった場合は、適切

なアドバイスを行いながら速やかに対応できる体制を今後も整える。 

②人権・プライバシーについては、全ての職員が日々の業務の中で十分に注意しながら対応しているが、時

間の経過に伴う意識の低下を防げるよう、定期的な指導のもとで対処・対応できるよう努める。 
  

９ 


